
 

 
   環境教育映画の概要（環境省委託作品）  

1.しろちどり  

                                                              （昭和52年度製作）  

 しろちどりのお母さんが、卵をあたためています。そしてー、しろちどりの赤ちゃんは、

自分でｴｻを探したり、敵から身を守ることを覚え成長していきます。人間が来た。人間は自

分たちのために自然を造りかえてしまう。しろちどりは、住み良い土地を追い出され、飛び

て立っていきます。どこまでも、どこまでも。  

 自然保護の大切について、子供の感受性を育て、広げることを基調に、この映画は作られ

ています。                       （VHSカラービデオ15分）  
                                                         （8㍉ｶﾗｰ15分・ｱﾆﾒｰｼｮﾝ）  

                                                         （16㍉ｶﾗｰ15分・ｱﾆﾒｰｼｮﾝ）  

 

2.にほんざる  

                                                              （昭和53年度製作）  

  石川県白山国立公園に住むにほんざるの生態をありのままに撮影したものです。幼児等に

親近感をもたせるため、特に２歳のｵｽざるﾓﾝ太が主人公になっています。  

 この映画は、にほんざるの生活を通じて、幼児等の動物を愛護する心を育てるとともに、

自然環境の大切さを訴えるものです。                               （ ８㍉ｶﾗｰ15分）  

                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ15分）  

 

3.かもめとげんちゃん  

                                                              （昭和54年度製作）  

 海辺に遊びに来たげんちゃんは、不思議なｶﾓﾒに案内され、ﾋﾞﾙや工場に囲まれたﾌﾟｰﾙのよ

うな東京湾を空から眺めます。海中にくぐると、そこには、魚の住めない汚れた水の世界。

原因は、汚れた水が流入するばかりで、外洋との水の交換が少ないから。そのため、汚水処

理場を造ったり、人工なぎさを造って美しい水、自然を取りもどそうという努力をしていま

すが、まだまだ。ｱﾆﾒを組み合わせて、幼児にも興味をもって理解させるよう  

やさしく構成されたものです。                                       （ 16㍉ｶﾗｰ15分）  

 

4.私たちは私たちの街が好きだ～素顔のかべ新聞～  

                                                              （昭和52年度製作）  

 都市化の波により汚染していく川越市の赤間川。  

  市立初雁中学校の生徒たちは昔の川を取りもどそうと川の清掃、奉仕活動に立ち上がり、

郷土の「自然環境」の調査を行い、今後どのようにしたらよいかを訴える「かべ新聞」を作

り上げました。  

 この映画は、生徒たちの郷土愛と、環境づくりに取り組む姿を描いています。  

                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ30分）  

 



 

5.森と人間～下北に生きる～  

                                                              （昭和53年度製作）  

 森を自然の生態系の一つとしてみるとき、そこには、さまざまな動植物が絶妙なつり合い

を保ちながら生存していることがわかります。私たち人間もまた、自然の一員にほかなりま

せん。  

 この映画は、豊から自然に恵まれた下北半島を舞台に、そこに住む人々がいかに森の恩恵

を受けているか、また、どのようにして森を守り育てているかを多角的に描き、環境保全の

重要性を訴えたものです。                                        （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 

6.自然のしくみ～富士山に学ぶ～  

                                                             （昭和5４年度製作）  

 富士山の広い裾野は、昔から、人間とのかかわりの中で姿を変えてきました。熔岩の上に

成立した青木が原樹海。両親と精進口登山道をたどった少年は、森林の中の大小の植物や動

物たちが、複雑微妙にかかわり合って生活を営んでいることを学びます。高度が増やすにつ

れてきびしくなる気象条件。その中に造られた観光道路は自然のﾊﾞﾗﾝｽを崩し、一方では増

加した観光客が残すｺﾞﾐもまた高山の生物相を変化させる要素です。自然に手を加えようと

するときは、まわりの自然にどのような影響を与えるか、よく検討することがいかに大切か

を美しい富士山の自然を素材に訴えます。                          （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 

7.静かな白鳥の湖～環境ｱｾｽﾒﾝﾄ～  

                                                              （昭和55年度製作）  

 環境ｱｾｽﾒﾝﾄとはどういう意義と内容をもっているか、北海道苫小牧東部地区の開発の際、

環境ｱｾｽﾒﾝﾄが実際にどのように行われたかを１１年の歳月の流れを振り返ることよって、わ

かりやすく解説しました。                                      （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
8.快適な環境を求めて～行動する都市と市民～  

                                                              （昭和55年度製作）  

 全国的に進む都市化の中で、快適な環境づくりはどういう意味をもっているのでしょうか。

静岡県掛川市の場合などの具体例によって、行政と市民が一体となって取り組むｺﾐｭﾆﾃｨｰ活

動が快適環境づくりにどんな効果をあげているかをとりあげました。   （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

9.孫悟空と空きｶﾝ大王  

                                                             （昭和5６年度製作）  

 最近、問題になっている「空きｶﾝ」の投げ捨てについて、孫悟空を主役にｱﾆﾒと実写を併

用して、散乱防止と省資源の両面をわかりやすく解説したものです。  （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

 

 

 



 

10.人類の新しいあけぼのをめざして～環境ｴﾈﾙｷﾞｰ～  

                                                             （昭和5６年度製作）  

 人類は、道具とｴﾈﾙｷﾞｰの利用を進めながら環境を改造して、今日の物質文明と繁栄を築い

てきました。  

 しかし、大規模なｴﾈﾙｷﾞｰの使用は環境問題を生みます。人類が繁栄を続けるためには、ｴﾈ

ﾙｷﾞｰを多消費する現代の生活の価値観の変換が求められています。  

 この映画は、ｴﾈﾙｷﾞｰの利用と環境保全とのかかわり合いについて、多くの実例をあげて解

説し、今後のより望ましいかかわり合いのあり方を考えていくきっかけづくりに役立てよう

とするものです。                        （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

 

11.欠番  

 

12.湖はいま～霞ヶ浦を例として～  

                                                              （昭和57年度製作）  

 かつてはｼﾗｳｵ狩りの帆曳船で有名だった霞ヶ浦も、最近はｱｵｺが大量に発生するなど、水

質が汚濁した湖沼の典型といわれるようになった。しかも、その汚濁の原因は、特定の産業

だけではなく、付近住民の日常の生活から出る家庭雑排水も含め実に多様です。  

 この映画は、その実態を明らかにするとともに、霞ヶ浦をよみがえらせる官民一体の努力

を紹介したものです。                      （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

13.わが町、ｺﾐｭﾆﾃｨ道路～都市と環境～  

                                                              （昭和57年度製作）  

 大阪市の阿倍野区長池のいわゆるｼｸﾞｻﾞｸﾞ道路にはじまったｺﾐｭﾆﾃｨ道路は、56年度からの

全国的に建設が始められました。  

 この映画は、東京都足立区綾瀬につくられたｺﾐｭﾆﾃｨ道路の計画段階から完成までの経過を

追い、このｺﾐｭﾆﾃｨ道路が、単に安全な歩行者空間の実現だけにとどまらず、自動車による騒

音、振動、排出ｶﾞｽなど、都市・生活型公害からの解放と、より快適な環境を求める住民た

ちの運動契機となった様子などをﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ風に描いたものです。     （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

 

14.環境ｴﾈﾙｷﾞｰ～大気汚染を中心に～  

                                                              （昭和57年度製作）  

 わが国の大気汚染防止対策が、どのように進められているかを具体的にわかりやすく説明

しています。特に、Ｋ値規制や総量規制方式の仕組みと、日本が世界に誇る監視測定のやり

方などを図解や実例で詳しく紹介しているのが特徴です。          （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

 

 

 



 

15.今、快適環境を考える  
                                                              （昭和58年度製作）  

 だれもが望んでいる「うるおいとやすらぎのある快適環境」は一朝一夕にできるものでは

なく、行政の努力に加えて地域住民の理解と協力が大切です。  

 ｱﾒﾆﾃｨ･ﾀｳﾝづくりに協力している地域住民のさまざまな事例を金沢市、横浜市、高松市を

中心にとりあげ、快適環境についての認識を深めることをねらい、草柳文恵が各地を取  

材します。                                   （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
16.うるおいとやすらぎの街紀行  
                                                              （昭和58年度製作）  

 「うるおいとやすらぎの街」を求めて、ﾚﾎﾟｰﾀｰの岸ﾕｷが、盛岡市、東京の世田谷区、北九

州市を訪れます。  

 盛岡では、都市景観のあり方と歴史的建造物の保存を中心に、世田谷では「多摩川ｸﾞﾙｰﾝ

作戦」を。また、北九州では「緑豊かな」街づくりと、各地の「うるおいとやすらぎ」の街

づくりの成果を紹介し、快適環境の一つの指針を示したﾕﾆｰｸな番組です。（16㍉ｶﾗｰ25分）  

 
17.快適な環境をつくる～ｱﾒﾆﾃｨ･ﾀｳﾝの実現をめざして～  

                                                              （昭和58年度製作）  

 早くから組織的に快適な環境づくりに取組んできた欧米では、緑の保護ばかりでなく、窓

の形や建物の色彩基準の設定など、環境への気くばりが生活にとけこんでいます。  

 この映画は、欧米の実情を紹介しながら、我が国にも最近芽生えはじめたｱﾒﾆﾃｨへの関心

を描き出しています。                                     （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
18.森を観察する  

                                                              （昭和58年度製作）  

 最近、森林浴という言葉が流行語になるほど、森で楽しむことの意義が広く人々と認識さ

れてきました。森の中で自然とのふれあいを楽しむためには、森についての正しい知識と理

解が欠かせません。  

 長野県志賀高原とその周辺の森を舞台に、森の中で見られる興味深いさまざまな現象と生

態を、季節の移り変わりとともに紹介します。                 （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
19.きれいな大気を保つために～浮遊粒子状物質対策～  

                                                              （昭和58年度製作）  

 大気汚染物質のうち、ばいじんや粉じんなど、いわゆる浮遊粒子状物質は、汚染の仕組み

が複雑で対策が難しいものです。  
 この映画は、浮遊粒子状物質の現状と国や各自治体そして企業や一般国民の努力をさぐり

ながら、きれいな大気を保つための方法を知ろうとするものです。（ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 



 

20.森を観察する～春から夏へ～  
                                                              （昭和58年度製作）  

 優れた自然の生態系を保ち、人の利用も可能な森林地域を選び、森林の季節的な生態の変

化にｻﾙ･鳥類などの活動を挿入しながら、専門学者の解説を交え紹介したものです。  
                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

21.川の生きものと水質  
                                                              （昭和59年度製作）  

 河川の調査対象生物の生態を水質状態別に収録し、一般住民･中学生ｸﾞﾙｰﾌﾟの調査状況を

紹介、水質簡易調査の普及と河川の環境保全意識の啓発に役立てようとするものです。  
                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

22.土のはなし  

                                                              （昭和60年度製作）  

 私たちの身近にある"土"は、植物の生育母体となり、水を守り、生活環境を守る働きをも

っていることを説明しながら、土の成因や土の中でその働きを助けている生きものを紹  

介し、土の大切さを訴えています。また、土を汚染させたり、荒廃させたりすると、その  

復元には長い年月と労力･資金が必要であることもわかりやすく説明しています。  
                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

23.環境保全に取り組むひとびと  

                                                              （昭和60年度製作）  

 地域の、鯉を守るための河川浄化、住宅団地の騒音自粛、山の緑を守るための道路補修な

どの活動に取り組む人々の状況、これらの活動の動機、体制づくり、行政との連携などをわ

かりやすく紹介し、地域住民による環境保全活動に役立てようとするものです。  
                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

24.雑木林は語る  

                                                              （昭和61年度製作）  
 武蔵野の雑木林の四季それぞれの景観と生態、人手によって作られ維持されてきたその成

り立ち、生産資源としての働きを描き、身近なこの自然に親しみこれを守ろうと努力してい

る人々の姿を紹介するものです。                          （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

 

 

 

 



 

25.いま都市環境は  

                                                              （昭和61年度製作）  

 今や都市化が進み、豊かで便利な生活が営まれている半面、ごみ、生活雑排水、交通公害、

近隣騒音など都市環境の保全のために対処しなければならない諸問題が多くなっています。

これらの現状と問題点をえぐり出し、その対策や街づくりのための市民活動などを  
紹介するものです。                                  （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

26.ＧoGoこども発見団～環境を測る～  

                                                              （昭和62年度製作）  

 川下は工業地帯、川沿い一帯は住宅や工場が立ち並ぶ都市河川、その川沿いを歩きながら

川の水質や動植物、沿線の湧き水や水の使われ方、あるいは川沿い道路の植物による大気汚

染状況など身近な環境を測定しながらこの川の水源地を探し求める小学生ｸﾞﾙｰﾌﾟの活動状

況を紹介しているものです。                               （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

27.川のあるまち  

                                                              （昭和62年度製作）  

 昔から水の恵みを暮らしに取り入れてきた郡上八幡の街中を流れる用水の使用にあたっ

て、代々伝わる水環境を守る慣習、地域の人々の話し合いや個人の心がまえなどのほか、夏

の風物詩一盆踊りと清掃活動、食用油や米のとぎ汁の利用、生ごみの堆肥化など環境保全に

つながるさまざまな心配りや行動を紹介しているものです。        （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 

28.つくってみようｱﾒﾆﾃｨ･ﾏｯﾌﾟ 

                                                              （昭和63年度製作）  

 大気、水、緑、騒音、街並み、まちのよごれなど身近な環境の状態が今どうなっているか

を地図上に書き込み、みんなでそうしたらよいかを話し合う「ｱﾒﾆﾃｨ･ﾏｯﾌﾟづくり」の手法に

ついて、小学生・町内会・主婦ｸﾞﾙｰﾌﾟの活動事例をあげて紹介するものです。  

                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
29.環境ｱｾｽﾒﾝﾄ～よりよい環境を求めて～  

                                                          （昭和63年度改訂製作）  

 環境を損なうことなく開発を進めることが求められている現在、環境ｱｾｽﾒﾝﾄの果たすべき

役割は大きく、事業者、住民、行政すべてが環境ｱｾｽﾒﾝﾄを十分に理解し、この仕組を積極的

に活用する必要があります。環境ｱｾｽﾒﾝﾄの手続きに焦点をあて、瀬戸大橋の建設な  
ど具体的事例によって分かりやすく解説したものです。      （日本語版および英語版）  
                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ22分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ22分）  



 

30.取り戻そう水の笑顔～生活雑排水を考える～  

                                                              （平成元年度製作）  

 私たちの生活と切り離すことのできない水。この水を汚す原因の一つとして、近年、台所

などからの生活雑排水が大きな問題となっています。私たち一人ひとりが家庭でできる雑排

水対策とは。そしてきれいな水を取り戻すために地域でできる取り組みとは。こうしたこと

について、実際の事例を基に考えてみましょう。                  （ 16㍉ｶﾗｰ24分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ24分）  

 
31.取り戻そうさわやかな大気～大気汚染はいま～  

                                                               （平成2年度製作）  

 大気中の硫黄酸化物(SOx)濃度は、年々改善されてきていますが、窒素酸化物(NOx)濃度は

ほぼ横ばいで、改善がはかばかしくありません。その原因のひとつは自動車排出ｶﾞｽにある

のです。大気汚染の現状、これまで取られてきた対策、ＳOx、NOx濃度の変化、さらに地球

規模の大気汚染などを扱い、大気環境をより良好な状態に保つために、今何が必要なのかを

解説しています。                                 （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
101.欠番  

 

102.豊かな環境を求めて～国立公害研究所～  

                                                              （昭和61年度製作）  

 環境の保全に役立たせる諸研究の一端を描きつつ、我が国有数の研究機関として日夜高度

な研究に取り組んでいる研究所の施設や活動を併せ紹介したものです。  

                                                        （BETA･VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
103.地球汚染～大気汚染に異変が起きている～  

                                                              （平成元年度製作）  

 46億年の歴史の中で地球が育んできた大気、その大気に今、異変が起きています。異常気

象、酸性雨、ｵｿﾞﾝ層の破壊、温暖化。こうした大気に関わる地球規模での環境問題の現状を、

最新のﾃﾞｰﾀと各国のﾘｱﾙな映像を基に、克明に解説しています。      （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ30分）  

 
104.熱帯雨林の減少  

                                                              （平成元年度製作）  

 野生生物の宝庫であり、人類の貴重な資源である熱帯雨林が、急速に失われつつあります。

熱帯雨林は今、どのような状況に置かれているのでしょうか。そして、熱帯雨林が失われる

ことによってどのような現象が起きるのでしょうか。豊富に盛り込まれたｱｼﾞｱ､ｱﾏｿﾞﾝの熱帯

雨林の映像を基に、こうした問題を考えてみましょう。         （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
 

 



 

105.森の妖精  

                                                               （平成3年度製作）  

 子ども達に環境保全の大切さを感じてもらうことを目的としたﾌﾙｱﾆﾒｰｼｮﾝﾋﾞﾃﾞｵ。ﾃｨﾑ(少

年)、ﾒｸﾞ(少女)の2人の子どもを主人公に、森の妖精ｸﾞﾘｰﾝﾌｪｱﾘｰや森の動物達、国王や村の

大人達を登場人物として、食糧増産のための森林伐採(開発)と森林の保護とのﾊﾞﾗﾝｽの問題

を描いています。環境保全に関する知識よりも、環境保全の大切さを子ども達のﾊｰﾄに呼び

かけることをねらいとしたもの。                               （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ30分）  

 
106.私たちのﾘｻｲｸﾙ･ﾌﾟﾗﾝ 

                                                               （平成3年度製作）  

 地域の子ども会でﾘｻｲｸﾙ活動に取り組もうとする主婦が、近所の主婦2人に相談を持ちかけ、

3人で日本各地の廃棄物問題の現状やﾘｻｲｸﾙの取り組みを調べていきます。沼津市、目黒区、

川口市などの事例やﾘｻｲｸﾙ法などの制度を調べ、子ども会でﾘｻｲｸﾙに取り組む際の方法などに

ついて話し合います。                                （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ30分）  

 
107.地球ｻﾐｯﾄからの報告～今こそ行動へ～  

                                                               （平成4年度製作）  

 1992年6月ﾌﾞﾗｼﾞﾙのﾘｵ･ﾃﾞ･ｼﾞｬﾈｲﾛで開催された「環境と開発に関する国連会議(地球ｻﾐｯﾄ)」

は、約180ヶ国が参加し、約100ヶ国の元首･首脳･約1万人に及び政府代表団が出席する大会

議となりました。  

 本ﾋﾞﾃﾞｵは、この地球ｻﾐｯﾄの開催に至る流れや会議の様子、会議の主たる成果及び、地球

環境の現状などを紹介しています。                   （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ30分）  

 
108.みんなで守ろう地球の未来～環境を守る市民団体の活動～  

                                                               （平成5年度製作）  

 環境を守るための様々な活動に取り組むNGO(環境保全活動を行う非営利の民間団体)にｽ

ﾎﾟｯﾄをあてたﾄﾞｷｭﾒﾝﾝﾀﾘｰﾋﾞﾃﾞｵです。  

 ﾘｻｲｸﾙ活動(ｺﾞﾐの回収)、ｱｶｳﾐｶﾞﾒの保護･調査活動、海外での植林活動をしている市民団  

体等を紹介し、また、それらの活動を経済的に支援する地球環境基金について紹介してい  

ます。                            （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ23分）  

 
109.ちきゅうだいすき～みんなで楽しむｴｺﾗｲﾌ～               （平成6年度製作） 

 環境問題を「ｺﾞﾐ」「水」「空」「緑と生き物」の4ﾃｰﾏに大別している。  

 内容はﾃｰﾏごとに、「日常生活との地球環境の関わり」「地球環境問題の現状」「身近に

できる暮らしの工夫」「ﾃｰﾏに関する子供たちの意見」を取り入れています。  

 「ｺﾞﾐ」ーｺﾞﾐﾚﾝｼﾞｬｰの活躍によるｺﾞﾐ減量作戦  

 「水」 ー華麗なｳｫｰﾀｰ･ﾏｼﾞｯｸ･ｼｮｰによる節水、汚濁防止の工夫  

 「空」 ーﾃﾚﾋﾞｹﾞｰﾑ風の展開による省ｴﾈﾙｷﾞｰの工夫"めざせｴｺﾊｳﾌ" 

 「緑と生き物たち」ーﾄﾞｰﾄﾞｰをはじめとする絶滅動物たちの会話による自然を守る工夫  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  



 

110.「森の環境教室」  

                                                              （平成７年度製作）  
 環境省では、環境保全に係る普及啓発の一環として小・中学校を対象とするﾋﾞﾃﾞｵ版環境

白書をこの度企画・作成しました。  
 平成7年版環境白書の第１章「文明の発展と地球環境問題」や第3章第1節「土に見る我が

国の環境」の部分をｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ・ｸﾞﾗﾌｨｯｸなども交えながら、視覚的な理解を促すとともに、

環境問題について考えるきっかけとなることを狙いとしています。   （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ15分）  
 
111.ｷﾐもなれる 地球を守るｱｰｽﾚﾝｼﾞｬｰ 

                                                               （平成8年度製作）  
 こどもｴｺｸﾗﾌﾞは、地球の環境を守るために、自分たちの地域や町で、仲間と一緒に地球と

なかよくなるための活動を行う小・中学生のｸﾗﾌﾞです。  
 1995年6月に発足してから、約1年で会員も3万人を突破しています。  
 こどもｴｺｸﾗﾌﾞの活動をより多くの人に知っていただけるための推進ﾋﾞﾃﾞｵです。  

 なぜ「こどもｴｺｸﾗﾌﾞ」が誕生したかなど、入門ﾋﾞﾃﾞｵ用に企画されていて、こどもｴｺｸﾗﾌﾞ

は、どのようにして、どんな活動を行うか、すでに参加しているｸﾗﾌﾞの活動状況をとおして

紹介しています。                                 （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ22分） 
    ※こちらのビデオについては、こどもエコクラブ全国事務局へご連絡してください。  
   (財 )日本環境協会  こどもエコクラブ全国事務局 TEL:０３－３５０８－２６５１  

 
112.もっと知りたい！環境アセスメント  

                                                            （平成１０年度製作）  
  道路、空港、ダムや発電所・・・。これらをつくることは、我々の豊かな生活を維持させ

るためには、絶対欠かせないものでしょう。しかし、いくら必要な開発事業とは言え、われ

らが我々を取り巻く環境へ及ぼす影響は、出来るだけ小さなものとすることが必要です。  
  そんな考え方から生まれたのが、環境アセスメント（環境影響評価）制度です。環境アセ

スメントとは、開発事業の内容を決めるに当たって、それが環境にどのような影響を及ぼす

かについて調査、予測、評価を行い、その結果を公表して国民、地方公共団体等から意見を

聴き、それらを踏まえて環境の保全の観点からよりよい事業計画を作り上げていこうという

制度です。  

  このビデオは、開発事業に直面することになった方や、環境アセスメントに興味を持った

方に対して、環境アセスメントがどのようなものか、その趣旨と手続きに関する基本的な理

解を得ていただくためのものです。                     （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ2３分）  

 

交通公害を考える  

                                                              （昭和59年度製作）  

 交通機関の発達は、国民経済の発達や国民生活の向上に大きく寄与した反面、各地で深刻

な交通公害を発生させえています。  

 このｽﾗｲﾄﾞは、自動車、航空機、鉄道などによる交通公害の現状を紹介し、騒音の環境基

準や規制、自動車公害では排ｶﾞｽなどの発生源対策、道路構造の改善、沿道対策を、航空機

騒音では航空機本体の改良や離着陸における運航方法の改善、空港周辺の対策を、また、新

幹線鉄道騒音･振動についてもさまざまな対策を示し、交通公害対策の全容を解説していま

す。                                           （35㍉ｶﾗｰｵﾄｽﾗｲﾄﾞ107ｺﾏ27分）  

 

 



 

113.『あなたが主人公です～循環型社会づくり～』  

 引っ越しを明日に控えた大山一家。苦々しい顔の父を後目に使わないものはどん    

どん捨てようとする母たちだが、テレビの中から語りかけてくる、廃棄物問題の現状、循環

型社会形成推進基本法の理念、グリーン購入法など新しい法律の解説や、政府・企業・自治

体・家庭の取り組み事例を目にし、もう一度自分たちの出したごみを見なおす。  

出演：辰巳琢郎氏、ほか。  

 

   循環基本法ミュージカルのビデオと台本の貸出について     
【環境省発エコ･ミュージカル】  

114.『ごみ・で・な～いらんど２１』 

 このミュージカルは「循環型社会形成推進基本法」を分かりやすく紹介するためのも、の

で、年齢を問わず楽しめる内容になっています。ある家族が、ごみや循環型社会実現のため

のヒーロー、エコロじいとの対話により、ごみを出さない工夫や、家電リサイクル法や食品

リサイクル法といった関連する法律や制度について、楽しく学んでいくというストーリーで

す。  

 主題歌には、詩作コンクールで最優秀賞（環境大臣賞）を授賞した増田光夫さんの作品「あ

したの名前」が使われています。また、出演者は劇団俳協のメンバーに加え、一般からの公

募により集まった市民で構成されるなど、市民参加型のミュージカルとなっています。  

 このミュージカルについては、台本とビデオの貸出を行っておりますので、地方での自主

上演及び再演等を希望される方は下記担当までご連絡ください。  

[ 担当：虎ノ門本部大岡・河﨑]TEL03-3508-2651 ：  

※ (環境省主催)平成１３ 年３ 月２０ 日東京にて行われたミュージカルを収録しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
           野生鳥類保護記録映画の概要  

201.海鳥の島－北海道－  
                                                              （昭和47年度製作）  
 北海道の大黒島、ﾕﾙﾘ、ﾓﾕﾙﾘ島、松前小島、天売島は、各種の海鳥が集団で繁殖する島と

して有名です。これらの海鳥繁殖地の生息環境調査を行った際、あわせてその現状を映画に

記録しました。今後の保全施策の貴重な基礎資料であるばかりでなく、自然に関心を持つ人

たちをひきつける海鳥の生態記録です。                    （ 16㍉ｶﾗｰ45分）  
 
202.海鳥の島－東北編－  
                                                              （昭和47年度製作）  

 東北地方太平洋岸に浮ぶ、三貫島、椿島、足島、日出島は、ｸﾛｺｼｼﾞﾛｳﾐﾂﾊﾞﾒ、ｳﾐﾈｺ等の集

団繁殖地として有名です。これら海鳥繁殖地の生息環境調査を行った際、あわせえてその現

状を映画に記録しました。今後の保全施策の貴重な基礎資料であるばかりでなく、自然に関

心を持つ人たちをひきつける海鳥の生態記録です。                  （ 16㍉ｶﾗｰ45分）  

 
203.沖縄・八重山の鳥  
                                                              （昭和48年度製作）  
 沖縄八重山群島にはﾉｸﾞﾁｹﾞﾗ、ﾎﾝﾄｳｱｶﾋｹﾞ、ｳｽｱｶﾋｹﾞ、ｶﾝﾑﾘﾜｼ、ﾖﾅｸﾆｶﾗｽﾊﾞﾄ、ﾔｴﾔﾏｼﾛｶﾞｼﾗな

ど保護を必要とする珍しい鳥類が生息しています。その生息環境を記録したものですが、た

またま日本で初めて確認されたﾓﾘﾂﾊﾞﾒ、ﾊｳﾁﾜﾄﾞﾘの一種の生態もあわせて記録されています。

また、絶滅が心配されているｲﾘｵﾓﾃﾔﾏﾈｺの生息地西表島（ｲﾘｵﾓﾃｼﾞﾏ）の様子が記録されてい

ます。                                      （ 16㍉ｶﾗｰ35分）  
 
204.伊豆・薩南諸島の島  
                                                              （昭和48年度製作）  
 伊豆七島の三宅島に生息する珍しい鳥、ｱｶｺﾂｺ、ｶﾝﾑﾘｳﾐｽｽﾞﾒなどと薩南諸島に生息するｱﾏﾐ

ｺｹﾞﾗ、ﾅﾐｱｶｼｹﾞ、ﾙﾘｶｹｽなどの生息環境の記録です。いずれも生息数が少なく保護の必要な鳥

類です。                                        （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  
 
205.小笠原群島の鳥  
                                                              （昭和49年度製作）  
 本土から約1,000ｷﾛﾒｰﾄﾙも離れた小笠原群島には特有の鳥類が生息しています。そのうちｵ

ｶﾞｻﾜﾗﾉｽﾘ、ｱｶｶﾞｼﾗｶﾗｽﾊﾞﾄ、ﾊﾊｼﾞﾏﾒｸﾞﾛ、ｵｶﾞｻｱﾜﾗｶﾜﾗﾋﾜなどの生息状況とその環境を調査記録

したものです。美しい小笠原の自然の景観もあわせて見ることができます。（16㍉ｶﾗｰ30分） 

 
206.島じまにすむ鳥  
                                                              （昭和49年度製作）  
 沖縄県の北大東島のﾀﾞｲﾄｳﾐｿｻｻﾞｲ、ﾀﾞｲﾄｳｺﾉﾊｽﾞｸ、三重県耳穴島、福岡県沖の島のｶﾝﾑﾘｳﾐｽｽﾞ

ﾒなど離島に生息する珍しい鳥類の生息状況と環境調査記録です。    （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
207.珍鳥をたずねて～北海道～  

                                                              （昭和50年度製作）  
 北海道の屋根といわれる大雪山系（大雪山国立公園）には、ｼﾏﾌｸﾛｳ、ｴｿﾞﾔﾏｾﾐ、ｸﾏｹﾞﾗ、ｴｿﾞ

ﾐﾕﾋﾞｹﾞﾗなどの珍しい鳥類が生息しています。これらの鳥類は、森林の開発とともにその生

息範囲が狭められ、絶滅が心配されるようになりました。この映画は、それらの稀少な鳥類

の生息環境と繁殖状況を美しい大雪山の自然の中でとらえたものです。（ 16㍉ｶﾗｰ30分）  
 



 

208.珍鳥をたずねて～東北地方～  

                                                              （昭和50年度製作）  

 八郎潟干拓地の一隅で、"幻の鳥"といわれていたｵｵｾｯｶの繁殖地が繁殖地が見つかりまし

た。青森県十三湖付近でも見つかっています。さらに鳥海山麗のﾆﾎﾝｸﾏﾀｶ、ﾆﾎﾝｲﾇﾜｼなど大型

猛きん類の生態と生息環境を調査し、記録したものです。             （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
209.さぎのｺﾛﾆｰ 

                                                              （昭和51年度製作）  

 ｻｷﾞ類などが集団で営巣場所をｺﾛﾆｰと呼びます。集団の数が多くなると、営巣の森林を枯

らすことや、鳴き声や排泄物の臭気などがきらわれ、駆除の対象となることがあります。  

また、養殖漁業を営む人たちにとっては害鳥として追われます。この映画はｻｷﾞ類を中心にｺ

ﾛﾆｰの生態を描き、鳥類の保護と人間生活とのかかわりを考えようとするものです。  
                                                                （ 16㍉ｶﾗｰ45分）  

 
210.干潟の鳥たち（干潟ｼﾘｰｽﾞNo.1）  

                                                              （昭和52年度製作）  

 干潟は、繁殖地と越冬地の間を往復するために日本列島を通過する族鳥（ｼｷﾞ･ﾁﾄﾞﾘ類）の

採餌、休息の場としてなくてはならない場所です。ところが、開発のため、干潟の埋立て工

事が各地で進められています。この映画は、干潟を利用する鳥類の生態を描き、鳥類保護と

開発の接点を探ります。                                           （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
211.干潟の生きもの（干潟ｼﾘｰｽﾞNo.2）  

                                                              （昭和53年度製作）  

 一見、何の変哲もない砂と泥の浜、干潟。しかしそこには、さまざまな生物が食いつ食わ

れつの生活があります。干潟を中継地とする渡り鳥は、この食物連鎖の頂点に位置していま

す。この映画は、干潟の生きものたちの生態を通じて干潟のもつ機能や意識を見直そうとす

るものです。                                                      （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
212.変わりゆく干潟（干潟ｼﾘｰｽﾞNo.３）  

                                                              （昭和54年度製作）  
 干潟が埋立てられていくにしたがい、そこを訪れる鳥の種類も変わってきます。干潟に思

いがけない珍しい鳥が来ることもあります。一方、干潟ではｸﾙﾏｴﾋﾞなどの人工増殖が行われ

たり、東京湾では人工なぎさが造成されています。このように変化して行く干潟の様子をと

らえ、その中から干潟の将来を考えていこうするものです。          （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  
 
213.ﾄｷの捕獲にそなえて  

                                                              （昭和54年度製作）  

 佐渡に生息するﾄｷの成鳥捕獲による人工増殖事業を実施するに当たって、捕獲前調査、生

息状況等を撮影記録したものです。                           （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

 

 



 

214.特殊鳥類～その記録（1）～  

                                                              （昭和55年度製作）  

 奄美大島、沖縄本島に生息する絶滅のおそれのある特殊鳥類について、その生態及び生息

環境を学術的見地から記録したものです。                          （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
215.特殊鳥類～その記録（2）～  

                                                              （昭和56年度製作）  

 特殊鳥類－ﾆﾎﾝﾗｲﾁｮｳ、ｴｿﾞｼﾏﾌｸﾛｳの生態と生息環境を記録したものです。立山の夏の登山ｼ

ｰｽﾞﾝに地元のﾅﾁｭﾗﾘｽﾄｸﾞﾙｰﾌﾟが行う自然保護活動を紹介しながら、あわせてﾆﾎﾝﾗｲﾁｮｳの  

生態を記録し、また、北海道釧路動物園におけるこの鳥の人工増殖の努力を中心にｴｿﾞｼﾏﾌｸﾛ

ｳの野生生息の実態を描いています。                           （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

 
216.特殊鳥類～その記録（３）～  

                                                              （昭和57年度製作）  

 昭和56年に沖縄本島山中で初めて発見された新種の鳥ﾔﾝﾊﾞﾙｸｲﾅは、鳥学的にも「世紀の発

見」とさえいわれるものです。この映画は、環境省が生態調査を行った際、あわせて撮影さ

れたもので、数少ない情報を頼りに、生息現場にｶﾒﾗを据え、至近距離から撮影に成功した、

極めて貴重な記録です。                                          （ 16㍉ｶﾗｰ27分）  

 
217.特殊鳥類～その記録（４）～  

                                                              （昭和58年度製作）  

 昭和58年度、新たに特殊鳥類に指定されたﾜｼﾀｶ類６亜種のうちのｸﾏﾀｶ・ﾊﾔﾌﾞｻ・ｵｵﾀｶの営

巣状況など、一般にはなかなか見られないﾋﾅの成長を収録しています。（ 16㍉ｶﾗｰ16分）  

 
218.ﾔﾝﾊﾞﾙの鳥たち  

                                                              （昭和60年度製作）  

  沖縄本島北部の与那覇岳周辺で調査した、ﾉｸﾞﾁｹﾞﾗ、ﾎﾝﾄｳｱｶﾋｹﾞ、ﾔﾝﾊﾞﾙｸｲﾅ（特殊鳥類）の

生態状況と、その生態（子育ての状況の一部）を撮影したものです。この地方のほかの鳥の

声や姿も収録されています。                             （ 16㍉ｶﾗｰ20分）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

     環境教育映画の概要（財団助成作品）  

301.ﾘﾝｺﾞを味わう日  

                                                              （昭和52年度製作）  

 飯田市立東中学校の生徒たちは、毎日曜日、朝の清掃とﾘﾝｺﾞ並木の世話をし、市民憲章を

実行しています。  

 昭和22年の大火を契機に自主的にはじめられたﾘﾝｺﾞ並木造り。いろいろな事件をのり越え

並木を守る生徒たちが苦労の成果をかみしめます。                 （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
302.翔べｱﾋﾙたち  

                                                              （昭和53年度製作）  

 ﾃｰﾏ「水の環境保全」－水質汚濁に、その地域住民がどのように取り組み、河川をよみが

えらせたか。  

 このﾃｰﾏに対して、福島県白河市金屋町を流れる阿武隈川の支流・谷津田川の汚濁をよみ

がえらせた金屋町町内会の人たちの努力と、東京都葛飾区を流れる中川をよみがえらせえた

"中川をきれいにする会"の人たちの努力の二つの成功例を紹介しながら、なぜ河川は生きて

いなければならないかを、多くの人たちとともに考えます。         （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
303.海との約束  

                                                             （昭和5４年度製作）  

 瀬戸内海の塩飽諸島の一つの岩黒島に生れ、父について立派な魚師になりたいと思ってい

る少年が、海をきれいにしなければと思い続けています。  

 この映画はこの少年の生活を基に、閉鎖性水域と呼ばれる瀬戸内海、東京湾、伊勢湾など

の汚染の機構と赤潮などの被害の実態、さらには汚染防止のための努力を追いながら、最後

は少年の言葉を通して、海の汚染防止への国民みんなの協力を促します。（ 16㍉ｶﾗｰ30分） 

 
304.緑の仲間  

                                                              （昭和55年度製作）  

 岐阜県のある徳山村は、近くﾀﾞﾑができて水没する。  

 ここで一人で民宿を経営している「緑のおばあちゃん」を主人公に、緑を求めて都会から

やって来る人たちと主人公との交流を通じて、緑が人間生活にとっていかに大切かを訴えま

す。                                （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 

305.ここがぼくらの森になる  

                                                             （昭和5６年度製作）  

 新宿副都心近く、都市のまっただ中に住む子供たちの信州の森、新宿中央公園、目黒自然

教育園などでの体験的学習を通じて、自然の森の機能と都市に緑の必要なことをわかりやす

く解説したものです。                                        （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 



 

306.川が結ぶ～緑の交流～  

                                                             （昭和5７年度製作）  

 東京の下町、隅田川に近い江東区八名川（やながわ）小学校の生徒たちが、隅田川の源流

の埼玉県秩父郡大滝村を訪ね、川の水につかり、森を歩いて自然を観察しました。そして、

山の樹木が水の保存などに大切な役割を果たしていることを学びました。また、自分たちの

回りの緑を調査して、都会にもいかに緑が必要かを勉強しました。   （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
307.ふるさとの森をつくる～隠岐・酒田からの呼びかけ～  

                                                             （昭和5８年度製作）  

 最近、緑の効用が話題となっており、緑化の実践には各人が何をすればよいかの具体的処

方箋が求められています。この映画は、隠岐と酒田市を例に、都市と過疎の両極端な環境下

での森づくりの実際を紹介し、だれでも工夫と意欲さえあれば、森づくりに参加できること

を教えています。                                                （ 16㍉ｶﾗｰ30分）  

 
308.快適な環境をつくる～ｱﾒﾆﾃｨ･ﾀｳﾝの実現をめざして～  

                                                         （昭和5９年度改訂製作）  

 早くから組織的に快適な環境づくりに取り組んできた欧米では、緑の保護ばかりでなく、

窓の形や建物の色彩基準の設定など環境への気配りが生活にとけこんでいます。  

 この映画は、欧米の実情紹介とともに、我が国の実例も紹介しながら芽生えはじめたｱﾒﾆﾃ

ｨへの関心を描きだしています。                                  （ 16㍉ｶﾗｰ26分）  

 
309.明日のために～私たちと環境～  

                                                              （昭和60年度製作）  

 川に投げ捨てられた"空き缶"を主役に、上流では水、空気、緑の働きを、中流ではかつて

の公害問題や最近の環境問題などについて語らせ、下流では"さけ"の戻った川の光景を描き

ながら、よりよい環境を育て、保つための努力を訴えています。  

                                                      （ VHS・BETAｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
310.水といっしょに  

                                                              （昭和61年度製作）  

 小学生の兄妹と愛犬ﾁﾋﾞがｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞに参加し、そのｺｰｽ途上で出会った川、ﾀﾞﾑ、汚水処

理場などで、水の成り立ち、使いみち、後始末など私たちの生活にとって大切な"水"につい

て考えようとするものです。愛犬ﾁﾋﾞの視角で眺め、擬人化したﾁﾋﾞの話として物語が進めら

れています。  

（備考）このﾋﾞﾃﾞｵは、（財）日本環境協会が開発した"環境教育ｶﾘｷｭﾗﾑ"の内容に関連した

製作されたものです。                                （ VHS・BETAｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ15分）  

 

 

 

 



 

311.森の声が聞こえますか  

                                                              （昭和62年度製作）  

 森は木材を生み出すだけでなく、雨水を貯え飲み水を供給したり、洪水を防いだり、うる

おいを与えてくれるなど私たちの生活に欠かせない働きのほか、国内外で森が減少している

様子や森を育てる努力を描いて新しい森を守り育てることの大切さを分かりやすく解説し

ています。（備考）６１年度と同様            （ VHS・BETAｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ15分）  

 
312.ﾃﾚﾋﾞｹﾞｰﾑの冒険～よりよい環境のために～  

                                                              （昭和63年度製作）  

 こどもたちが住むまちの中心広場や国道筋で騒音、排気ｶﾞｽ、投捨てすいがら・空かんな

どの状態を調べたり、杉並木や沼、水源の森など身の回りの自然を観察し、昔の話を聞いた

り、なぜ？と考えることによって環境を大切にする意識を育てようとするものです。ここで

はこどもの興味を引くようﾃﾚﾋﾞｹﾞｰﾑの手法を取り入れています。  

（備考）６１年度と同様                 （ VHS・BETAｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ15分）  

 
313.地球と二酸化炭素  

                                                              （平成元年度製作）  

 地球温暖化の原因物質の一つとして、近年注目されてきている二酸化炭素。それは、私た

ちの環境の中でどのような役割を果たしているのでしょうか。二酸化炭素の妖精ﾗｲﾐｰと一緒

に、二酸化炭素の素顔を探り、地球環境を守るにはどうしたらよいかを考えてみましょう。 

                                                      （ VHS・BETAｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ15分）  

 
314.水はともだち  

                                                              （平成２年度製作）  

 水質汚濁の大きな原因として、近年注目されている生活排水。ｽﾍﾟｰｽ･ｼｬﾄﾙから水の惑星地

球の美しさにみとれた主人公ｶﾝ太君とｷｭｳ子ちゃんの2人は、ものしりﾛﾎﾞｯﾄ・ｴｺ3号の導きう

けながら、川の浄化作用や、家庭からの生活排水がどのように川や湖などの水を汚している

か、全国各地の川や水を守る運動や家庭でできる水を汚さない工夫などを学んで  

いきます。                           （ VHS・BETAｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ16分）  

 
401.地球ををｺﾞﾐ惑星にするな  

                                                               （平成3年度製作）  

 大都市を中心に世界各地で深刻な問題となっているのがｺﾞﾐの問題。それを解くｶｷﾞのひと

つとしてﾘｻｲｸﾙがある。本ﾋﾞﾃﾞｵは、ﾘｻｲｸﾙの先進国といわれているｽｳｪｰﾃﾞﾝやﾄﾞｲﾂを中心に、

ｲｷﾞﾘｽ、ﾌﾗﾝｽ、ｱﾒﾘｶ、ﾓﾙｼﾞﾌﾞなどの国々の廃棄物・ﾘｻｲｸﾙを取り巻く現状をﾄﾞｷｭﾒﾝﾀﾘｰ調で描

いています。  

                                                             （VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ30分）  



 

402.「この星に生きる！」地球博士の環境ｸｲｽﾞ  

                                                               （平成4年度製作）  

 地球の環境危機を心配する地球博士が、環ちゃんと類くんという2人の都会っ子と出会い、

ｸｲｽﾞを交えながらｵｿﾞﾝ層の破壊、温暖化、海洋汚染、酸性雨、熱帯林の破壊、野生生物種の

減少などの地球環境問題をわかりやすく解説し、私たちに何が出きるかを考えていきます。 

                                               （ VHSｱﾆﾒ・実写合成ｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ21分）  

 
403.まもろう水鳥の生息地～湿地の保全～  

                                                               （平成5年度製作）  

 ﾗﾑｻｰﾙ条約による湿地の定義、湿原や干潟などのさまざまな湿地の姿やそこに生きる生き

物の姿、湿原や干潟の生態系の解説などを、わが国有数の湿地である釧路湿原、伊豆沼、谷

津干潟の映像によって描き、私たち一人ひとりが、身近でありながら、普段あまり意識して

いない湿地という環境を、どのように守っていくかを紹介しています。  

                                     （日本語版および英語版）（ VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  
★平成6年度文部省選定  
 学校教育教材（中学校・高等学校対象理科）  
★1994年優秀映像教材選奨（主催：（財）日本視聴覚教育協会）  

 ﾋﾞﾃﾞｵ部学校教育部門（中学校向）最優秀作品賞受賞  

 
404.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸが見た夢～生活環境とﾌﾟﾗｽﾁｯｸ～  

                                                               （平成6年度製作）  

 さまざまな優れた特徴や機能をもつﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品や環境問題とどのようにつながるのかを

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸを擬人化させﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの雰囲気を持たせ、主人公の少年ｱｷﾗとﾊｲﾊﾟｰﾌﾟﾗｽﾁｯｸの会話形

式でﾌﾟﾗｽﾁｯｸの原料である石油の採取から原料の製品化、生活面での利用、そして廃棄、ﾘｻｲ

ｸﾙまでと、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸを広範囲多岐に紹介しており、ﾗｲﾌｻｲｸﾙの一連の流れの中で、環境問題と

の関わりへと話は展開します。                             （ VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
405.温暖化から地球を守る～僕らでつくる、新ｸﾞｽｺｰﾌﾞﾄﾞﾘの伝記～  

                                                               （平成7年度製作）  

 宮澤賢治の名作「ｸﾞｽｺｰﾌﾞﾄﾞﾘの伝記」をきっかけに、主人公祐介は、異常気象がなぜ起こ

るのかを考えていました。それから、ｸｰﾎﾞ博士と出会い『銀河鉄道』の車窓で「地球温暖化」

等について教わります。  

 全体的に叙情的でﾌｧﾝﾀｼﾞｯｸに展開していきます。      （ VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ･ｱﾆﾒ合成23分）  

 

 

 

 

 
 

 



 

406.地球砂漠化ってどんなこと？  

                                                               （平成8年度製作）  

 叔父から送られてきたｲｰｽﾀｰ島の絵ﾊｶﾞｷを見て、ｲｰｽﾀｰ島についてﾊﾟｿｺﾝを使い調べようと

する卓也と礼子。その画面からﾓｱｲ像があらわれたことで、2人とﾓｱｲの会話がｽﾄｰﾘｰを展開す

る。  

 ﾓｱｲは自分の住む緑豊かなｲｰｽﾀｰ島において、森林伐採や人口増などにより、環境が破壊さ

れ破滅の道をたどっていったことを説明しながら、地球上の古代文明が環境破壊により衰退

していったことを訴えていく。  

 また、ﾓｱｲは現在の地球の状態についても警告を発し、その話に熱心に耳を傾ける卓也と

礼子は砂漠化の問題に興味をもち調べ始め、自分たちにも何かできることがないのかを見つ

めようとする。                          （ VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ20分）  

 
501.みんなで自然をささえよう  

                                                              （平成４年度製作）  

 夏休みに国立公園を訪れた少年「しげる君」が、ﾅﾁｭﾗﾘｽﾄの青年「新庄さん」との出会い

を通じて、国立公園の自然の素晴らしさやその自然がﾎﾞﾗﾝﾃｨｱをはじめ多くの人々の手で守

られていることに気づいていき、自然公園の生い立ちやわが国の国立公園の多彩な姿が紹介

されている。                                      （ VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ18分）  

 
502.瀬戸内海の環境保全  

                                                              （平成８年度製作）  

 昭和30年代からの日本の高度成長により、水質汚染が進行し、「瀕死の海」となって瀬戸

内海を守ろうと、国をはじめ沿岸府県市の自治体、事業者、地域住民が一体となって取り組

んできた四半世紀にわたる環境保全の記録です。  

 このﾋﾞﾃﾞｵは、美しく豊かな瀬戸内海を取戻し、その瀬戸内海の持つ可能性をさらに開花

させるために、環境保全のみならず、快適な環境の創造にむけて不断の努力を続けることが

必要であることを訴えています。  

 なお、本ﾋﾞﾃﾞｵは、平成8年度（環境庁）環境省からの委託を受けて（社）瀬戸内海環境保

全協会が作成したﾋﾞﾃﾞｵです。                           （ VHSｶﾗｰﾋﾞﾃﾞｵ23分）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
環境教育ビデオ実費頒布申込書  
 
                                                         平成  年  月  日  
 
 財団法人 日本環境協会  
  理事長    加藤  陸美 様  
 

 
                                                  団体名 

 

 

 

               環境教育映画・ビデオ等の購入について  

 

 
 下記のとおり、環境教育映画・ビデオを購入しますので、よろしくお取り計ら

い願います。  
 

１． ビデオ題名：  

 

２．規   格：  

３．本   数：  

４．納品先住所・部局名：  

 

  〒  

 

  TEL.                                       FAX. 

 

５．担当者氏名：  

 

６．その他：（費用の請求方法・書式）  

※ 請求方法について詳しく明記して下さい  

 

 

 

 

 

 

 



年 月 日 ～　　　　年 月 日
※実際に使用する日をご記載下さい

年 月 日
※発送希望日をご記載下さい

〒
住所

ＴＥＬ

外観 リール 巻き戻し フィルム

※太枠内をご記入下さい

⑥映画フィルム・ビデオテープは、改造しないで下さい。

リーダー

切

り

⑩貸出料は無料ですが、送料については負担して下さい。

⑧映画フィルム・ビデオテープは、利用者が貸出条件に違反したと
き、または日本環境協会理事長が特に指示したときは、その指示す
るところに従い、すみやかに返納して下さい。

⑨映画フィルム・ビデオテープを紛失し、又は破損したときは、ただ
ちにその旨及び理由について詳細な報告書を日本環境協会理事
長に提出し、その指示に従って下さい。

⑦映画フィルム・ビデオテープは、返納期日に財団法人日本環境
協会に返納して下さい。

使用条件

別紙

⑤映画フィルム・ビデオテープは、指定された場所以外の場所では
使用しないで下さい。

①映画フィルム・ビデオテープは善良な管理者の注意をもって取り
扱い、　その効率的な使用に努めて下さい。

貸出条件

利用者は、次の条件をお守り下さい。

②貸出期間は１週間程度とし、数回程度の上映を原則とします。 イ
ベント等での連続上映などの目的ではお貸出できませんので、あら
かじめご了承下さい。

③映画フィルム・ビデオテープは、転貸しないで下さい。

④映画フィルム・ビデオテープは、貸出の目的以外の目的のために
使用しないで下さい。

ＶＨＳ

視聴者

返納日

規格

数量

（番号）
題名

申込者
氏   名

貸出年月日

使用目的

使用期間

使用場所

●映画フィルム
　　　　　　　　   ●ビデオテープ

別紙貸出条件にしたがいます

点検日

氏　 名
団体名

確認者　　　　年　　　　月　　　　日

利用者

印

取

り

線

貸出申込書

他



印

※太枠内をご記入下さい

映画ﾌｨﾙﾑ
ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟ
利用回数

番号
題　　　名

ﾌｨﾙﾑの状態についてお気づきの点

視 聴 者 数
回

意見・感想等

利 用 報 告 書

住　所

氏　名

延　　　　　　　人



確かに受領いたしました。

平成　　　　年 　　　　月 　　　　　日

財団法人日本環境協会

借受人 印

受領書
●映画フィルム

●ビデオテープ

理事長　加藤　陸美　殿

題名

規格

数量 本




